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要　　旨

　日本の 言語地理 学 は音 韻 ・文法 ・語 彙 ・人間行動な どさ ま ざまな特徴を 手がか りに して 調 査語 の 分布を地図 に描くこ

と で．新 旧 ・優 劣 ・変 化 過 程 ・伝 播 方 向 ・方言 区画 な どを明 らか に して き た。ま た，文化言 語 学は 「言 語 は文化を映 し

て いる 」と して，日本文化に 関 する さまざまな調査結果を提示して きたが，日本全域の 文化圏の 深層を地図上に描い た

文献は 管見 に 入 らな い 。本研究は 日本文化圏の 深層，お よ び現 在 にい た る 歴史 的変化 過 程 を い くぶ ん な り とも 明 らか に

する こ と を 目的と する。本稿 はそ の 第一段 階 をな す。

Abstract

Holding 　various 　characteristics 　such 　as 　a　phenomenon ，　a　vocal 　sound ，　a　vocabulaly
，
　a 　human　behavior　etc 　as　a　clue ，　and 　illustrating

the　distribution　of 　Ianguage　investigation　results　in　a　map ，　the　Japanese　linguistic　geDgraphy　clarified 　a　spread 　direction，　a　dialecIic

djvision　jn　the　old 　and 　new ，　the　superiority 　and 　interiority，　a　change 　process．　Under　a　concept 　of ‘
“language　reflects 　cultur ビ，　the

Cultural　linguistics　presents　various 　investigation　results ，　but　the 　author 　has　not 　seen 　yet　maps 　showlng 　all　over 　Japan’s　cultural 　depth

in　its　sphere ，　and 　to　make 　clear 　somewhat 　the　hjstorical　changing 　process　on 　todaゾs　view ．　This　paper　may 　be　a　starting 　point　in　the

hencefbrth　resear じhes，

1．は じ め に

　文化 が 言 語 に 反 映 さ れ る とす れ ば，言 語 を調 査 す る こ と に

よ っ て 共 時的 な文化 圏の 分布や 歴 史的 な変 化 過程 を明確 に し て

い くこ とが で きる は ずで ある が こ れ まで の 方言研究の 多くは

単 語 の 調 査 ・分析 に終 始 して きた 感が 強 い 。

　単語，と りわ け名詞 語 彙は，豊富な意味量 を担うこ とが で き

る もの の ，単語 の 集合だ け で は 文化 の 総体 を表す こ とな ど とう

て い お ぼ つ か ない 。文 化 は 単 語 や 構 文 で 表 現 で きる もの と，非

言 語 で しか 表現 で きな い もの との 総体 で あ る。し た が っ て，文

化の 調査 に は，そ れ な りの 配慮 と工 夫が 求め られ る こ とに なる。

　文化の 調 査対象 は，天 地 自然か ら 動物
・衣 食住

・
身体

・
し ぐ

さ
・行動 ・感情 ・遊戯 ・習 俗 ・交 通 な ど広 範 な分 野 に わ た る 精

細 な もの で あ る こ とが，もと よ り望 ま しい 。理想像 は将 来に 委

ね ざ る をえ な い もの の ，そ の 第
一段 階 と して （1）こ れ まで の 通

時 的研 究 成 果 を整 理 し て 日本 文 化 圏の 深 層 を探 り，（2）自然 文

化圏
・
食文化圏

・
習俗文化圏

・し ぐさ文化圏な どに つ い て の 共

時 的 実態 調 査 に 向 けた 考 察 を行 う。

　 本 稿 は 日本 文化 を原始 か ら現 代 に い た る 歴 史 的 な変 化 の 中で

理 論 化 して か ら 「情 報学 」 と融 合 させ て 日本 文化 圏 を描 出 させ

よ う と す る 研 究 の 第 1 段階 に あ る 論文で あ る。こ の 第 1 段階

後半 で は，1）自然文化圏
・
食文化圏

・
習俗文化圏

・し ぐさ文

化 圏 な ど に つ い て 先 行研 究 を整 理 し て 日本 文 化 の 深 層 に 関 す る

問題 点 を 絞り出 した あ と，2）平成 3 年の 「多文化調 査 」 の 結

果
ω

を参考 に して 作成 した 調査票を用 い 平成 22 年 に 東 日本の

若 年 層 を 対 象 に 面 接 調 査 を お こ な っ て 現 代 文 化 圏 を 地 図 化 す

る。

　 こ れ に続 く第 2 段 階 で は 西 日 本若年層 お よ び 全国 老年層 の

調査 （臨 地調 査 お よ び Web 調 査 ） の 結 果 を統 計処 理 して 現 代

の 小 文化 圏 を 地 図化 し．第 3 段階 で は 原 始か ら 各時代 の 文学 ・

民 俗等 の 文献 デ
ー

タ を情報処理 する こ とに よ っ て 第 1 段階 と

第 3 段 階 の 間 の デ
ー

タ の 空 白を埋 め な が ら，小 文化 圏 の 境 界

線 と変 化の 過程 を検証 し て い こ うとす る もの で あ る。

　『日本言語地 図』 は で 国立 国語研究所の
一

大事業で あり，そ

の 完成が 日本の 言語地理 学 に 資 し た 役割は 大 きか っ た が ，自然

文化 圏や 行 動 文化圏 等い くつ か の 視 点 か ら 「日本文化 圏 」の 地

図を作成す る の が，本研究の 上 位目標で ある 。 現時点で の 調査

の 規模 は 小 さ な い もの の ，少 しで も文化圏 の 歴 史 的 な 変 遷 過 程

が 読み 取れ る よ うな地 図 が 完 成 で きる よ う，調査 項 目 を精選 し

て 有効性の 高い デ
ー

タ を収集 し，文化学 と情報学 の 融合 とい う
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研 究 目標 が 実 現 す る よ うに し た い 。

2．二 重構造論の 根拠

　 日本人 は どこ か らきた の か ？　 日本 人の 起 源 に つ い て は．人

類学 で は混 血 説 と変 形 説 が対 立 して 議 論 され，「旧 石 器 時 代 人

に つ なが る 東 南 ア ジア 系 の 縄 文 人が 居 住 して い た 日本 列 島 に，

東北 ア ジア 系の 弥生 人 が流 入 して 徐 々 に 混血 して 現在 に い た っ

　 　 　 　 　 　 トまに は ら か ず ろ う

て い る」とす る埴 原 和郎 の 二 重構 造 論
［1］

が 学説 の 主流 の よ うだ。

北 方人基 層 説 で は 北 方 大 陸 か ら来 た縄 文 人 の 基 層 に南 方か らの

弥 生 人の 上 層 が 重 な っ た と し，逆 に 南 方 入基 層説 で は 南 方 か ら

来 た縄 文 人 を基 層 に して 北方 か らの 弥生 人 が そ の 上 に 層 を な し

た
【2］

とす る。鹿 児 島 県 曽 於 郡 財 部 町 の 耳 取 遺 跡 で 約 2 万 4 千
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せんこくれ き

年 前 の もの と され る軟 質 シ ル ト質岩 の 線 刻礫 が 出土 した こ と か

ら，こ の 時す で に 日本 人 の 祖 先 が 南 か らも移住 して い た とす る

説
f3］

もあ る。

　 1992 年，大阪医 科大 学 の 松 本秀 雄 は，南 方か ら渡来 した 民 族

が琉球 諸 島 ・奄美大 島 を島伝い に遡 上 して 原 日本民 族を形 成 した

とす る南方説 は 受け入れ 難い
／2 ）

と した。松 本 は，人種の 違 い が 識

別 で きる血 液型 で あ る 「Gmab3st 遺伝子 」の 調 査結 果 を公 表 し，

｛1〕 ロ シ ア ・バ イカ ル 地 方か ら中国 北部 ・北朝鮮 ・韓国 ・日本

　
一
帯 に同系統の 遺伝子 型が 見 られ る 。

  　原 日本 人 が 日本列 島 へ 渡 来 した 時期 は，朝鮮 民 族 の 祖先の

　集団 と同 時期か，ある い は そ れ に 先立 つ 時期 （今か ら 約 1 万

　数千年以上 前 ）で あ っ た と考え る の が 自然で あ ろ う。

（3〕 日本人 は 南 方型 蒙古系 と北 方型 蒙古 系 に大別 さ れ ，ほ とん

　 どは 北方型 で ある 。 ア イヌ は北方型 に 属す る民族で ある 。

C4） 北 方型 と南 方型 モ ン ゴ ロ イ ドとの 混血 率 はせ い ぜ い 7 −

　 8％ で あ る。

〔5｝ ア イ ヌ と佐渡島
・
奄美大島

・
宮古島

・
石垣 島

・
与那国島と

　 の 間に は等質性が あ る。こ れ らの 地域 の 人 々 は一般 日本人 に

　比べ る と，よ り高 い 頻 度 の 青 の ag 遺伝 子 と，よ り低 い 頻 度

　 の 赤の afOlb3 　ta伝子 を もつ 。ア イヌ と宮古 は，一
般 日 本人

　集団に 比 べ 北 方型 蒙古系民族 の 特徴 を一層強 く もっ て お り，

　 南 方型 の 影響 を よ り少 な く受 けて い て．一
般 の 日本 人集 団 よ

　 りも古い 集 団で あ る。

こ の よ う な点 を 明 らか に した
［4｝。こ れ らの 集 団 分 布 は，日本

の 方 言や 習俗 の 分 布 か ら見 て もみ て も首肯 で きる。Gm 型 は 「人

種 を識 別 で きる 血 液 型 」 で あ り，「人 類 遺伝 学 的 な 研 究 　と り

わ け．人種の 識別，民 族の 特徴づ けや ，特異 な遺伝子の 存在 を

目安 に して ，遺 伝 子 の 流 れ と か 遺 伝 的 浮動 とか い っ た 事柄 を 含

め て ，先史時代の 民族 の 移動や ，混血 とい っ た 問題 の 研究をす

す め る た め に ，有用 な遺伝組織 と して 注 目 され て 」
囿

て お り．

先史 時代 の 生活集団 や 人 種 を 識 別で きる 点は，文化や 言語 の 系

譜 を 考察す る上 で も有力 な研 究法 とい え る。

　 また ，2008 年 9 月 に は 理 化 学研 究所 が 7000 人 以 上 の 日本

人 の 常染色 体 上 の DNA 塩 基 多型情 報 の 解析 を行 い ．日 本 人 の

集団 は 本土 ク ラ ス タ
ーと琉 球 ク ラ ス タ

ー
に 2 分 され，本 土 は 6

ク ラス タ
ー

（北海道
・
東北 ・関東甲信越

・
東海北陸

・近 畿
・九

州 ）に 分 類 さ れ る
［6］

と し た。こ の 分 類 は ，松 本 説 や 日本 の 方 言 ・
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習俗 分 布 と も矛 盾 しな い 。

　加藤晋平 （1988）は，東 日本 に分布す る ク サ ビ型 細石 核をも

つ 細石 刃 文化 を担 っ た 集団の 技術 は バ イ カ ル 湖周辺 か ら 拡散 し

て き た もの で あ る と し，そ の 時期 は 1 万 2，3 千 年前 で あ っ た と

する が，佐々 木高明 （1993）も肯定的
E7］

で ある。

　 しか し，松本 の バ イカ ル 地 方起 源 説に 異論 を唱え る 専門家 も

少 な くなか っ た。尾 本 恵市 ・斎藤 成 也 は，すべ て の 日 本人 の 故

郷 をバ イ カ ル 湖畔 とする 松本の 説 は，埴原 を含め 日本の 人類学

者 らの 強 い 反論 に 合 い ，人 類 の 個 体 群 の 起 源 に つ い て の 判 断 は

単独 で は な く多 くの 遺伝子 座 の 情報 に基 づ くべ きで あ る とした。

3，渡 来 時期

　大 陸か ら日本 へ い つ 頃 渡来 して きた の か ？　 こ れ に つ い て も，

諸 説 い ろい ろ で あ る。加 藤 晋 平 説 で は今 か ら 1万 2，3 千 年 前，

松 本秀 雄説 で は 約 1 万数 千年 以上 前．国 際 日本 文化 研 究 セ ン タ
ー

は 「20 万 年 前 ア フ リカ の 地 を出 た 新人が 5 〜7 万 年前 に 中 国 に

達 し日本 には 3 万〜1万 2千 年前 まで の 間 に断続 的 に流 入 した 」

［Sl
と す る。また，鹿 児島 県大 隅 半 島の 耳 取 遺跡 か ら軟 質 シ ル ト

　 　 　 ゼ ん こ くれき

質岩 の 線刻礫 が 出土 し、約 2 万 4 千 年前 の もの
Eg】

と され た 。

　篠 田謙
一

の 説 で は，日本列 島 に移住 者 が や っ て きた の は 4 万

〜3 万年前 と推定
［10］

され て い る 。

　 さ ら に，こ れ ら よ り大幅 に 古い 12 万 年前頃の 地層 か ら旧 石 器

代中期 の 石 器類 が 発掘 され た （島根県砂原遺跡） との 報道もあ

る
〔3）。た だ し，今の とこ ろ 日本人 か どうか も定かで は ない よ うだ。

　渡来 の 時期 と関係の 深 い の が 居 住人 口 で あ る。国立 民 族博物

館の 小 山修三 （1978）は，縄文時代は 東北
・
関東

・
北陸

・
中部

・

東海
・九州の 人 口 構成比 が高 く，近 畿

・
中国

・
四 国は縄文晩期

（2900 年 前 ）か ら勢 力 を広 げ て きた 地域 で あ る
［11］

と した。

　そ こ で 注 目 して お きた い の が 篠 田謙
一

（2007）の 説 で あ る 。

DNA 分析 を も とに，示唆に 富 ん だ指摘 を し て い る
【12】。

（1） 男 性 の 移住 者 が や っ て きて 先 住者 の 女性 との 間 に 子 ど もが

　で きた場合，そ の 子 どもが もつ 先住者由来の DNA は 半分 に

　 なる が，常 に 娘が 生 まれ て 子孫 を残 して い けば，子孫の ミ ト

　 コ ン ドリ ア DNA は先 住 者 の もの と同 じに な り，ヒ トの 正確

　 な拡散 の 過 程 を追 う に は，ミ トコ ン ドリア DNA と Y 染色 体

　 の 遺伝 子 の 双 方 を解 析 し結 果 を もっ て 描 く必 要 が あ る。

〔2） 日本 人集 団 に は ア ジ ア 集 団 に は ほ とん ど見 られ な い ハ プロ

　 グ ル ープ が 二 つ 存在 す る。一
つ は M7a で 沖 縄 集 団 の 中 で と

　 くに 高い 頻 度で 存在 し北 海道縄文人や 関東縄文人 に も見 られ

　 る 。 他 の
一

つ は N9b で ，北 海 道縄 文 人 の 大 部 分 が こ れ を有 し，

　東北 地方 に 高く，南 に 行くほ ど頻度が 低くな る 。

（3） 塩基置換の 比較的起 こ りに くい 遺伝子 をコ ードして い る 部分

　 の 突然変異 を分類基準 に した 「ハ プ ロ グル
ープ」に よ る分類 で は，

　北 東シ ベ リ ア ・ア ム
ー

ル 川 流 域 の 漁労民 をルーッ とす る ハ プ ロ

　 グ ル
ー

プ Y の DNA が ア イ ヌ の 人た ちに受け継がれ た （図 1）。

〔4｝ 縄 文 人 （北 海 道縄 文 人 ，関 東縄 文 人 ） と現 代 日本 人 （現代

　北 海 ア イ ヌ，現代 沖 縄 現 代 本土 日本 ） の ハ プ ロ グ ル ープ頻

　度 を比 較する と，北 海道 縄 文人 は現代 日本 人 3 集 団 とは 目

　 立 っ て 異 な る 近縁 関係 に あ る （図 2）。
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図 1 ハ プ ロ グループ頻 度 （篠 田 謙一2007）

一 一＿＿UtWWt

来継

歌織 馭

図 2 現代 日本 人 と縄 文 人の 近縁 関係 （篠 田謙
一2007）

（5） 北海道縄文人は ハ プロ グ ル ープ Ngb が 65％以 上 を 占め て

　 他 の 集 団 と は 著 し く異 な る。

（6＞ 関東縄文人 は，現 代 日本 人 に多い ハ プ ロ グ ル ープ D が そ

　 れほ ど多 くは な く，東南 アジ ア と の つ なが りを もつ ハ プ ロ グ

　 ル
ー

プ B や F ，中 央 ア ジ ア に 多 く見 られ るハ プ ロ グ ル ープ

　M10 な ど も存在 して 複雑 で あ る。

C7）「AI．DH2 変異 型遺 伝子 」 を もつ 人 は近 畿 地方 を中 心 とす る

　地域 に 多 く，正 常 型 は 東 北 ・四 国太平 洋側 ・南 九州 に多 い 。

（8）ハ プ ロ グ ループ M7a 遺伝子 の 割 合 は ，沖縄 で 24 ．O％，奄 美

　で 16 ．2％，宮崎で 13．5％，名古屋 7．5％，東 京 6．3％ で あ り，

　沖縄か ら北 に 向か うほ ど 頻 度 が 落 ちる。こ の グル ープは非 常

　に 古い 時代 に南方か ら 日本 に 入 っ て きた と考 え られ，ハ プ ロ

　グ ル ープ M7a が 南方系縄文人 の DNA とす れ ば，沖 縄 の 集

　 団 は 北 海道 の ア イヌ と並 ん で 縄 文 人 の 形 質 を色 濃 く残 して い

　 る と主 張す る形 質学者 た ち の 二 重構 造 論 に も合 致す る。

（9）貝塚時代 に は．沖縄諸島 と先島諸島は異 な る文化 圏 に属 し

　 て い た と 考 え られ る が，グス ク （城 ）が 建 造 さ れ る 12 世 紀

　頃に な る と，琉球列 島全体が 同 じ文化 圏に統 合 された。

　図 1 は 各ハ プロ グル
ー

プの 頻 度 を表示 した もの ，図 2 は頻

度 を もと に 集 団 ご との 類 似 度 を計 算 して ク ラス ター分 析 しデ ン

ドU グ ラ ム で 表示 した もの と 見 受け ら れ る が，北 海道 縄 文 人が

他の 集 団 と大き く離れ て 位置 してい るこ と，他 の 集 団 との 類 似

度が 低い こ と，つ ま り他 の 集 団 と は 非常 に異 な っ た系 譜 を もつ

集団で ある こ とが読み とれ る 。 こ の 時分析 した 北海道の 縄文人

の DNA は，地 図で 見る と登 別 の 西 側 に 当た る 噴火 湾周 辺 の 遺

跡 と 1 例 の み は 礼文島船泊遺跡の もの で ある が．北 海道縄文

人 の ハ プ ロ グ ル
ープ D の サ ブ グル

ープで ある D1 は，沿海州

の 先住 民 集 団を除 い て は 現代 H 本人や 東ア ジ ア の 大多数の 集団

の 中に は見出せ な い 特殊 な もの で，そ れ は ア メ リカ 先住民 と同

じタ イ プの もの で あ る
圖

。 ま た，既出の よ うに 松本説 は 「日

本 民 族 は 北方型蒙古系民族 に属す る もの で ，そ の 起源 は シ ベ リ

ア の バ イ カ ル 湖畔に ある 」
［14］と結論づ け た 。

　 こ う見て くる と，松本説の 北方説 に対 し，篠田説 は 二 重構造

論 の 色 彩 が 強い 。が ，日本 文化 圏 の深層 を究明する に は ，ま だ

い くつ かの 疑問が残 る。篠 田 説か ら，北海道縄文人お よ び沖縄

の 集団が 日本文化圏の 深層 を形成 して い た の で は ない か と推測

した くな る が，こ の 資料だ けで は 1）北 海道縄 文 人 と上 古 ア イ

ヌ との 新古関係
ω

，2）沖縄 に おける 宮古 ・先島諸島 さ ら に

は佐 渡 島との 新古関係が解明で きない か らで ある 。

4．自然環境からの検証

　生 活 で きそ うな 自然 環境 が あ っ て こ そ 渡来人 の 集団は 生 きて
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ し の り

い け る。原始時代以 来の 日 本の 文化 を安田喜憲は 「森の 文化」
［15］

と呼ん だ。縄 文 人 と森林 との 結 びつ きは とて も強か っ た よ うで，

森 本 孝
圖

は，こ う述べ て い る。

　　縄文人 た ちは そ うし た小地域 の 中に 廳する さまざまな 自然

　　の 恵み を 自らの 糧 と して 生 活を営 ん で きた。海岸 ・河川 に

　　近 い 集 団 は 魚 ・貝 類 を は じめ とする水産資源 を 利 用 し……

　　平地 ・丘 陵 に すむ集団は 豊か な 日本の 森林の もた ら すさ ま

　　ざま な恵み，ドン グ リ類
・トチ ・カヤ ・

ク リ
・

ハ シバ ミ等

　　の 木 の 実類 か ら，ヤ マ ノ イモ
・

ク ズ ・カ タ ク リ ・ユ リ根 と

　　い っ た根菜類を多い に 利用 した こ とで あろ う。

　 トチ ・カヤ ・
ク リ

・
ハ シ バ ミ

・
ミ ズナ ラ な どは ブ ナ科に 属す

樹 木 で あ り，この 点 に 着 目す る と，日本民 族の 基層 文化 に つ い

て 論 じた佐々 木高明（1993）の 説
［17］

が興味をひ く。

（1） 1 万 3千年前 頃 に は東北 ア ジア と華南方面か ら細石刃文化

　 が 流 入。

  　縄 文 時代前期 〜中期頃 （約 6 千年前
〜4 千年前頃） に 照

　葉 樹林 文化 の 要素を有する もの が 日本列島西部に 進出 。

（3）　 日本 の 照 葉 樹林 文化 は 弥生 文化 を形成 し て い く　（図 3 の

　照 葉樹林帯 の 分布 を参照）。

  照葉樹林 とは 葉の 表面の 照りの 強い 樹木 （椎
・
樫 ・楠 ・椿

　 な ど）か らな る樹 林 帯 で あ る。

  稲や 里芋 の 栽培，餅
・
茶

・
味噌

・
コ ン ニ ャ ク な どの 食品作

　 り，柱 と梁 で 重 量 を さ さえ る高床式住 まい な どの 生 活文化 を

　 もつ 。

　 ブ ナ ・
樫

・
栗

・
椎 な ど と と もに ブ ナ科 に 分類され る ミ ズ ナ ラ

は 落葉 高木 で ，山地 の や や 高 い 所に 多 く，ドン グ リ の 実 をつ け

る。トチ （橡） は トチ ノ キ 科 の 落葉 高木，カ ヤ （榧）は イ チ イ

科 の 常 緑 高木、ハ シ バ ミ （榛）は カ バ ノ キ科 の 落葉低木で ある 。

一方，照葉樹 林 は常緑 広 葉樹 の 椎
・
樫

・
楠 な どか らな る樹林 を

い い ，こ れ を特 色 づ け る 文化 を照葉 樹林 文化 と呼ん だ
［ISI。
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図 3 ナ ラ林 帯 の 分布 （佐 々 木 1993）

図 4 縄 文 中期 の 人 口
・
森 林 分布 （佐 々 木高 明 1993 ）

　図 3 は，東 日 本 の ミ ズ ナ ラ 帯 は ア ム
ー

ル 川 流 域 を含 むモ ン

ゴ リ ナ ラ 帯 や 中 国 リ ョ ウ トウ ナ ラ 帯 と と もに ナ ラ 林 帯 を形 成，

西 日 本 は 中国北 部 ・中東 部 と と もに 針葉 樹 林 帯 を形 成 して い て ，

自然 環 境 の 違 い が か ら くる生 活文化 の 違い ，つ ま り森林狩猟 ・

沿岸漁撈 民 族型 文 化 と 農耕型 文化 との 違い を物語 っ て い る と も

読み と れ る。森 林 狩 猟 型文 化 圏 で は 狩 猟 に 伴 う生 活 圏 の 移動 が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E ま り

あ っ た で あ ろ うか ら，篠 田謙
一

（2007）で 見た 礼文島 泊 遺跡 と

噴火湾周辺 の 遺跡 で は 距 離が 離れ て い る に もか か わ らずハ プロ

グ ル ープ 頻 度 が 類 似 して い た の も当然 と 言 え る 。

　 図 3 で は，ロ シ ア ・朝鮮 半島 と の つ なが りを もつ ミ ズ ナ ラ

帯 が 東 日本 に，中 国南部 との つ な が りを もつ 照 葉樹林帯が 西 の

本 に 分 布 して い て．こ れ は こ れ ま で 見て きた 東 日本 文化 圏対 西

日本 文 化 圏 とい う生 活 圏上 の 大 きな 区分 と も合 致 して い て 肯け

る 。

　 た だ，図 3 だ け で は ミ ズ ナ ラ 帯文化 圏 と 照 葉樹 林 帯文 化 圏

の 新古関係 は分 か りに くい
。 そ こ で，第 3 節の 小 山修三 （1978）

の 中で 使 わ れた 「縄 文 各期 の 地域 別 人 口構 成比 推 移 グラ フ 」 の

デ
ー

タ を 図 3 に 組 み 入 れ て 佐 々 木 高 明 （1993）が 作 成 した 図

4圃
を もとに 検討 して い くこ とにす る、

　 小 山の グ ラ フ は縦 軸 に 人 口 の 構 成比 を％ で 表示 し，横 軸 は右
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に 向 か っ て 縄 文早 期 （8100 年前 ），縄 文 前期 （5200 年前 ），縄

文 中期 （4300 年 前 ），縄 文 後期 （3300 年前 ），縄 文 後期 （2900

年前），弥 生 期 （1800 年 前）．土 師期 （1250 年 前 ） を示 して い

る の だが ，最も古 い 縄文早 期 （8100 年前）の 人 口 は，関東 が

最 も多 くて 約 50％ を 占め る。次い で 中部が 約 15 ％，東 北 が 約

10 ％ ．西 日 本 が 約 25 ％ で あり，佐 々 木 の い う ミ ズ ナ ラ 帯 で

70％ 強 とな っ て い る。佐 々 木が 問題 に した縄文中期 は，関東

が 約 30％ 程 度 に 減 少 す る
一方 で 中部 ・北 陸 が 増 えて 約 35％ に

な る とい う変化が み られ，西 日 本は 約 1096に まで 落 ち込ん で

い る （西 日本 の 人 口 が 急 激 に 増 え だす の は弥 生 時代初 頭 に 入 っ

て か らで あ る ）。

　小山 の 縄文中期の 人ロ デ
ータ を ミズ ナ ラ の 地理的分布 に 重ね

合 わせ た の が 佐 々 木の 図 （図 4）で ある。人 口 の 多い の は 関東

と中 部 で あ り，縄 文 中 期 文化圏 の 中心 が 関 東 ・中 部 に あ っ た こ

と，縄 文 中期 の 文 化圏は東 日本の ミ ズ ナ ラ 帯 に お い て 顕 著で あ

る こ と，照 葉 樹 林 帯 の 九 州 に も東 北 の 3 分 の 1 程 度 の 人 口 密

度 で 人 が住 ん で 生 活 文 化 圏が な りた っ て い た こ と，近 畿 ・中 国

地 方 に は ほ と ん ど人 が 住 ん で い な い こ と、別 の 言 い 方 を す る な

ら近畿 ・中国地方の 文化圏は こ の 縄文中期 で は未発達で ある こ

とが 分 か る 。

5，農耕文化圏からの 検証

　生 活 あ っ て の 文化 で あ る。甲元 真之 ・山崎純男 （1984 ）の 「東

ア ジ ア の 初期農耕類型 」
f20］

を も とに 作図 しな お し たの が 図 5

で あ る。こ の 図 に お い て 「中 国江 南か ら とみ ら れ る 稲」が 「粟
・

麦」 と混交 した 地域 こ そ が 、「倭人」 の 原郷 とみ ら れ る
［21］

と安

本美典 （1991 ）は 説 く。 図 5 で は，

図 5 粟 ・麦 ・稲の 伝来（甲元
・
山 崎 1984 を改変 ）

（D 東 日本は ア ジ ア 北東部 との つ なが りを有す る 粟地帯 。

〔2） 中 国 北 部 ・朝鮮 半島南 部 とつ なが る 北 九州 北 部 ・隠岐 ・雲

　伯辺 りの 稲
・
粟

・
麦地 帯 。

〔3） 中国北 部 とつ な が りを もつ 九 州 中南 部 の 粟 ・麦 地帯。

（4） 近 畿 お よ び 瀬 戸 内 の
一

部 か らな る稲 地 帯。

に分 け られ て い る。こ の 九 州 中南 部 は 隼 人 文化 圏 と 見 て い い で

あ ろ う。粟 の 栽 培 が古 く稲 が最 も新 しい こ と，こ れ に松 本 説 や
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佐 々 木説 を考え合 わせ る と，日本 に お い て （1）が 最 も古 く，次

い で （3＞→（2）→ （4）の 順 に な る。

6，方言論か らの検証

　平 山輝夫 『日本 の 方言』や 『現 代 日本 語方言 大 辞典』 は，日

本の 方言 を図 6 の よ うに 区画 した
  。具体 的 な区 画 は 次の よ う

に な る。区画 に 藩領 名の 表記 が 混在 して い る の は，方 言 区画 が

県境 よ りは 藩領 の 境界と一
致する こ とが 少 な くない か らで あ る。

▽ 本土 方 言

　東 部 方 言 ；北 海 道方 言．奥羽 方 言，関東 方言，越 後方言，東

　　　海 ・東 山方 言，北 部伊 豆 諸 島 方言

　八 丈 方言 ：八 丈 島方言，青 ヶ 島方言．小 島方言

　西部 方言 ：北 陸 方言，近畿方言，四 国方言，中国 方言，雲伯

　　　方言

　九州方言 ： 九 州 東部方言 （豊前 ・豊後 ・日向〉，九 州西 部方

　　　言 （肥前 ・肥後 ・筑前 ・筑後），九 州南部方言 （薩摩
・

　　　大P禺　・言昔県 ）

▽ 琉球方言

　奄美
・
沖縄方言 1 奄美方言，沖縄方言

　先 島方言 ：宮古方言，八 重 山 方 言，与那 国 方言

　東 日本 と西 日本 とは 相異 なる 言語文化圏で ある こ とは，『日本

言語地 図』の さ まざ まな方言の 東西 分布か ら見て も明 白で あ る。

お お まか に い えば．新 潟県の 親 不 知子 不 知か ら岐 阜県 ・愛知 県

の 西側 境 界線 を通 っ て 浜 名湖 に い た る 線 が 東西方言 の 境 界線 で

あ る。こ の 大 境 界線 に 接 す る岐 阜県な どの 接境 地 域 で は 東部 方

言 と西 部 方言 の 混 交 が 見 られ，複雑 な言 語 現 象が 生 じて い る。

図 6 日本 の 方 言 区 画 （平 山輝 男 1968）

西 部 方 言 で も雲伯 方言 は他 と異 な る と特徴 を有 す る し，西 部 方

言 と九州 方言 は か な り違う。

　方 言 区画 は，ア ク セ ン ト，母 音の 数，母 音の 無性化．四 つ 仮

名の 有 無，語 中 尾子 音の 濁音化，シ ラ ビ
ー

ム，係 り結 び の 残存，

用言 の 活用 形，古い 語 系や 意味の 残存，語 彙体系の 違い とい っ

た 方言 特徴 な ど を 総合 的 に 判 断 して 認 定 され るが ，ア ク セ ン ト

ー
つ に して も，東 京 式 ア クセ ン トと京 阪 ア クセ ン ト，2 型 ア ク

セ ン ト，1 型 ア ク セ ン トの 地域 で は 目立 っ た型 の 違 い が 観察 さ

れ，複 雑 な変 化 型 も現 れ る。

　 日本 の 文化 圏 の 系 譜 を考 究 す る と きに極 めて重 要 な 地域 とな

る九州 は，ア クセ ン トで は 九州 北 東 部 の 東京式ア ク セ ン ト地域

佐 賀 県 ・長 崎県 ・鹿 児 島県 な ど の 九 州 二 型 ア ク セ ン ト地 域 ，都

城 の
一

型 ア クセ ン ト，宮崎県の 無 ア ク セ ン ト地域 な どが 存在 し

て 細 か く分 か れ て お り．九 州が 渡来人 に よ る 歴 史的な大変化 を

重ね て きた こ とを物語 っ て い る。九 州は 音韻 ・語法 ・語彙 の 諸

特徴 を比較検討す る と．九州北部 と中南部 とを別 の 方晋圏 ・言

語文化圏で ある とす る の が 最も妥当で ある 。

　 第 6 節で 九 州 北 部 と の 近 縁 性が 明 ら か に さ れ た 中 国 地 方北

部の 雲 伯方言 （島根県 出雲 や伯耆），そ して 隠岐島や鳥取で は （a）

中舌母音 の イ とウ，ク ァ
・
グ ァ

・
フ ゥ な ど の 古音が観察 され る

ほ か ，（b）隠岐島で は 語 中 尾 の リ ・ル が 促 音や 撥 音 に な る，（c）

動詞 ・形容詞の ウ穏便系 が ない な ど傾向が 見 られ る とい っ た 特

徴 が あ る こ とか ら，中 国地 方方言 とは 異 な る 方言 域 と見て い い 。

　沖縄 本 島・先 島 諸島な どの 南 西 諸 島は，ど うか 。ア ク セ ン ト．

母 音の 融 合，係 り結 びの 残存，用言 の 基 本形 と活用 形，古い 語

系 や 意 味 の 残存，語彙体 系 の 違 い な どか ら判断 して．沖縄 本島
・

奄 美 ・屋久 島 ・種 子 島 な どの 集 団 （奄 美 沖縄 ） と，宮 古 島 ・石

垣 島
・
与那国島 （先島）の 生 活集団 とは異な る 言語文化圏に 属

す る もの と判断で きる。

7．残る 問題の検討

　 第 4 節 で 二 つ の 重 要 な疑 問 点 が 残 っ て い た。1）北 海 道縄 文

人 と ア イ ヌ との 新古関係．2）宮古
・
先島諸島 と奄美

・
沖縄諸島

・

佐 渡 島 との 新 古 関係 が 解 明 で き ない とい う疑 問点 で あ る。

　 まず，1）の 北 海 道 縄 文 人 とア イ ヌ 人 に つ い て は，こ れ を 同

一
集団 と考え る こ と もで きなくはない が，問題 で あ る 。 松本秀

雄 （1992）105 頁 の 表 「日本人 集 団に お ける Gm 遺伝子 の 分布」

の デ
ー

タ を ク ラ ス タ
ー分析 （原 デ

ー
タ の 距 離計算 にユ

ー
ク リ ッ

ド平方 距 離，合併後の 距 離計算 に ウ ォ
ー

ド法を使用 ） し て デ ン

ドロ グ ラ ム で 表 示 して 図 7 を作 成 し，Gm 遺伝 子 を基 準 に した

各 地 の 日本人 集 団の 近縁 関係 を見 る と，佐 渡 は鹿 児 島県 の 奄美

大 島や 屋 久 島 な ど と小 クラ ス ターを な し，さ らに は仙 台 ・
東京

・

奈 良 ・大 阪 ・大分 な どと中 ク ラ ス ターを な して い る事 実 か ら判

断す る と，ア イヌ ・宮 古 島 ・石 垣 島 ・与 那 国 島か らな る 集 団 と

は 別 の 文 化 圏 と い え るか らで あ る。同 時に，ア イヌ
・
宮古島

・

石 垣 島 ・
与那 国 島，言 い 換 えれ ば北 海道 ア イヌ の 集団 と沖縄宮

古 ・先 島 諸 島の 集 団 は他 の 日本 人 集 団 とは 距 離 の あ る，きわ め

て 古い 集 団で あ る と認定で きる 。
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図 7 日本 人 Gm 遺伝 子 の 分布 （松 本 工992に よ る ｝

　 図 7 で 静 内 と あ る の は 北 海 道 日高 郡 静 内 の こ と で あ る が ，こ

の 静 内はデ ン ドロ グ ラ ム で は 「秋 田 ・伊 勢 原 ・広 島 ・神 島 ・松

江」 と 同
一

ク ラ ス タ
ー

を な して 近縁 関係 が 強 い の に 対 し，ア イ

ヌ （日高 ） は デ ン ドロ グ ラ ム の 上 で は き わ め て 距 離 の 離 れ 類 縁

関係 の 薄い とこ ろに位置づ け られて い るの で ，北海道縄文人と

縄 文 ア イ ヌ 人 と は 別 の 集 団 に 属 す る と認 定 すべ きで あ ろ うか 。

　埴 原和 夫は 『日 本 人 の 起 源』 の 中 で 「渡来 人 ，す な わ ち北 東

ア ジ ア 民族の 影響 をほ とん ど受けなか っ たの が北 端 の ア イ ヌ と

南端 の 琉 球人で あ り．した が っ て こ れ らの 人 び とは，現 在 で も

縄 文人的 特徴 を よ く残 し て い る と考 え られ ます」 とい い ，安本

美典 「日本語 の 成立』 は 「音韻上 ・
文法上 の 特徴 を 『全 体的 に 』

み た ば あい ，上 古 日本 語 に，もっ と も近 い の は，ア イ ヌ 語 で あ

る 」「ア イ ヌ 語 に つ い で，上 古 日 本 語 に 近 い の は ，現代朝 鮮 語

で ある 」
 

とする 。 そ こ で ，本稿で は 北海道縄文人 と上古 ア イ

ヌ 人 とは 別の 集団 と し て 扱い ，こ こ で は 上 古ア イ ヌ 人 を最 も古

い 集 団 と位 置づ けて お くが ，稿 を改 め て 論 じた い 。

　
一

方，2）宮古
・
先島諸 島 と奄 美 ・沖縄 諸 島 との 新 古関 係 に

関 し て は，図 7 の 宮 古 島 ・石 垣 島 ・与 那 国 島 の ク ラ ス タ
ーと

奄 美 大 島 ・屋 久 島 （い ず れ も鹿児 島県 に 所属 ）・那 覇 ・種 子 島 ・

鹿 児 島が 近 縁 性 の 疎遠 な ク ラ ス ターに属 して い る こ とか ら見

て ，日本 文化 圏の 深層 で は別 の 文 化 集 団 とす る こ と が で きる。

　 九州 は図 7 で 「長 崎 ・鹿 児 島 ・種 子 島 ・那 覇 」が 「大 分 ・屋

久 島 ・奄 美 大 島」 とは か な り疎 遠 な位 置 で 小 ク ラ ス ターをな し

て い る こ と を重 く見 れ ば，地 理 的 ・方言 的 に 近い とい う理 由だ

け で 鹿 児 島 と奄美大 島 ・沖縄 本 島 と を ク ラ ス タ
ー

と して 括る こ

と に は問 題 点が 残 る もの の ，現 有 資料 だ け で は 判 断 が つ か ない
。

8 ．推定さ れ る深 層 文化圏

　本研 究は まだ初期段階に 過ぎない が ，これ まで の 議論 をま と

め る と，日本文 化 圏 の 深 層 は 次 の よ うに な る （古 い 川頁に 並べ た

が ，現時点で 判断の つ きに くい もの は同列 に 置い た）。

（1） 上 古 ア イヌ 文化圏，北海道縄文人 文化圏

  　縄 文 宮 古諸 島 ・先 島諸 島文化 圏

（3〕 粟地帯 と し て の 関東縄人 文化圏を中心 とする 縄文関東
・
東

　 日 本文 化圏

（4） 佐渡島文化 圏，奄 美大 島
・沖縄 本 島文 化 圏

（5） 麦
・
粟地帯 と して の 隼人 文化 圏 （北 部 を除 く九州 文 化 圏）
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（6） 稲 ・麦 ・
粟地 帯 と して の 九 州 北 部 お よ び 隠岐 ・雲伯 を中心

　 とす る 中国地方北部文化圏

（7） 稲 地 帯 と して の 近 畿 ・瀬 戸 内 を中 心 とす る 弥 生 文 化 圏

（8｝ 八 丈島文化圏

が 生 成され，変化が積み 重 ね られ て きた の で はな か ろ うか と推

定 され る。

　北海道縄文入文化圏 と上 古ア イ ヌ 文化圏を最終的に は同列 に

置 くこ とに し た の は，篠 田 謙
一（2007）が 提 示 した 図 1 ・図 2

お よ び 図 7 だ け で は ，そ の 新 古 関 係 を実 証 す る こ とは 難 しい

の で は ない か と判断 したか らで あ る。今後発表 され る で あろ う

新 しい 知 見 を得 た 上 で 再 検 討 したい 。

　 （1）を （2）よ り古 い と見 る の は，図 1 ・図 2 の 沖 縄 人 とア イ

ヌ 人 の ハ プ ロ グ ル ープ 頻 度 は あ くまで 現代 の 沖 縄 ・
ア イ ヌ の 現

代 人 集 団の データに 過 ぎず，第 2 節 の 松 本 説 に よれ ば奄 美 ・琉

球 諸 島の 人 々 は 内 地 の 日本 人 集 団 よ りも古 い こ と，ア イヌ と宮

古 は
一

般 の 日本 人 集 団 よ りは 古 い こ と を拠 り所 に し た か ら で あ

る 。

　 次 に ，（8）に つ い て。音 韻 ・文 法
・
語 彙 な ど の 方 言 特 徴 （例

え ば 連体 修飾 文 の 動 詞 が ro 語 尾 に な る ） を考慮す る と （7）の

近 畿方言域 よ り古 い 現象が 観察 さ れ る こ とか ら，（8）が （7）よ

り古い 可 能性 が な い わ け で は な い が ，現状 で は 資料が 乏 し い た

め ，実証 的 な検討 は 今後 に 譲 る。

　 こ れ ま で 議論 して きた こ と を ま とめ る と，日 本文化圏の 深層

は 次の よ うな 4 段 階 を経て で きあが っ た の で は な か ろ うか と

結 論づ け ら れ る。

第 1 期 日本文化圏：（1）上 古 ア イ ヌ 文化圏，北海道縄文人文化圏，

　　（2）縄文宮古諸島
・
先島諸島文化圏（図 8）。

第 H 期 日本 文 化 圏 ：（3）粟 地帯 と し て の 関 東 縄 人 文化 圏 を中心

　　 とす る縄 文 関東
・東 日 本文化 圏，（4）佐 渡 島文化 圏，奄 美

　　大 島 ・沖縄 本 島 文化 圏 （図 9）。

第 皿期 日本 文化 圏 ；（5）麦 ・粟地帯 と して の 隼 人文化 圏 （九 州北部

　　お よび隠岐 ・雲伯 を中心 とす る 中国 地方北 部文化 （図 10）。

第 IV期 日 本 文化 圏 ：（7）稲 地 帯 と して の 近 畿 お よ び 瀬戸 内 を中

　　 心 とす る 弥生 文 化 圏，（8）八 丈 島 文化 圏 （図 11）。

一

轡
　　　　　　　　　態 鶏 一
　 　 　 　 　 　 　 　 メ

　 　 　 　 　 　 　 　 藍　　　 ・　　 二

〆 恣 ・

図 8 第 1期 日本 文化 圏
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図 11　 第 IV期 日 本 文化 圏

　なお，第 1 節で 触れ た，自然文化 圏 ・食 文化 圏 ・習俗 文 化圏
・

し ぐさ 文化 圏 な ど に つ い て の 予 備 調 査 は，平 成 22 年 度 は 18

〜23 歳 の 若年層 （東 日本 出 身者 65 名，西 日本 出 身者 5 名）

を対 象 に 24 項 目につ い て 実 施 した。平 成 23 年度以 降 （複数

年度 ）は 若年層 と老 年層 の 被調 査 者の 数 を増や して 全 国規模で

の 調 査 を行 う予定で あ る。調査 方法は Web 調査 と臨地調査の

併 用 に よっ て 文 化圏 の 確認 を行 っ た後，境界線が 走 る と予 想 さ

れ る 地 域 に つ い て は 臨地 調査 を行 い た い が ．予 備調査 の 結果 を

待 っ て 最 終 判 断 す る。上 位 文化圏境界線付近被調査者 の 数 は，

可 能 な限 り多くと りたい 。調査 項 目の 柱 は次の とお りで ある 。

Q1 森や 林 に は ミ ズ ナ ラ が 多 い で す か，照 葉 樹 林 が 多 い で す

　 か ？ （写 真 を添 え る ）

Q2今 で も焼 き畑 農 業 の 行 われ て い る所 が あ りますか ？

　　か つ て 行 わ れ て い た と 聞 い た こ とが あ ります か ？

Q3 お 正 月 に は お餅 を食 べ る習慣 が あ りますか ？

Q4 ど ん な雑煮が お 正 月 の 伝 統 です か ？

Q5 お正 月 や 他 の 行 事 の 儀 礼 食 と し て サ トイモ （里 芋）な ど の

　 イ モ 類 が 使 わ れ ます か ？

Q6 普段で も餅 ，粽 （チマ キ ），お 強 （オ コ ワ ）が よ く食 車に の

　 ぼ りますか ？

Q7 寿司 は 江 戸 前 （新 鮮 な ネ タ を 使 っ た に ぎ り寿 司 で ，マ グ ロ

　 をは じめ とする 赤身の ネタが 中心 ）で す か関 西風 （飯 が 六 分，

　ネ タ 四 分，ネタ は タ イ な ど の 白身が 多 く，箱型 の 寿 司 ）で す

　 か ？

Q8 て ん ぷ ら とは ，こ ろ も揚げの て ん ぷ らの み をい い ます か，

　 さつ ま揚げ もて ん ぷ らとい い ますか ？

Q9 ご 飯 を握 る と きは，三 角 型 の 「お に ぎ り」 に します か，俵

　形 に して 黒 ゴ マ な どをふ ります か ？ そ れ と もボ ール の よ う

　 な丸い 形に 握 りますか ？

Qlo食べ 物 の 「きつ ね 」「た ぬ き」は ど ん な もの を指 しますか ？
　 　 　 　 　 　 　 　 t 　 ば 　 　 　

’
／ ど ん

　 油 揚 げ をの せ た蕎麦
・
饂飩で す か，天 カ ス の 入 っ た 蕎麦 ・饂

　 飩 で す か ？

Q11 ご家 庭 で 使 う醤 油 は どれ で すか ？ 大豆 と小 麦 をほ ぼ 等量

　 に 使 う濃 口 醤油 で すか，大豆 に 小麦 また は 米 を使 っ た薄 口 醤

　 油 で す か ？

Q12 「わ た しの 茶 碗 」 「わ た しの 箸 」 とい う習慣が 残 っ て い ま

　 す か ？

Q13山の 神 の 信仰 が あ りますか ？

Q14八 月十 五 夜 に 月に ス ス キ や 団子 を 供 え る信 仰 が あ ります

　 か ？

Q15打 消 しに は 「ナ イ」 と 「ン 」の どちら を よ く使 い ます か ？

Q16 「人 が い る 」 こ と を方言 で 表現 す る と きに は，「イル 」 と

　 い い ます か 「オ ル 」 と い い ますか ？

Q17 「（ご 飯 を） 炊 く」 「（大根 を）煮 る 」は 方言で 何 と い い ま

　 す か ？

Q18 ア カ イ を 「明 る い 」意味で 使うこ とが あ ります か ？

Q19親 指 を立 て る と，どん な意 味に な りますか ？

Q20小 指 を立 て る と，どん な意 味 に な ります か ？

Q21次 の よ う な動 作 を．方言で 何 と い い ます か ？　   膝 をそ

　ろ えず に畳 に座 る，  膝 をそ ろ えて 正 座する，  椅子 に腰 を

　 下 ろ す，  足 を組 ん で 畳 に座 る。

Q22他人の 家 を訪 ねた と きに，玄 関で 何 と声をか け ます か ？

Q23 「怠け者」「不 用者 」 を表 す方 言 が あ りますか ？
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Q24 「放 蕩 者 」 を表 す 方言 が あ ります か ？

　こ の 予備調 査は，調 査を進め なが ら順次データ を集計 して い

る とこ ろ で ある が，あ くまで も共時態の 調査 で ある か ら，日本

文化 圏 の 深 層 に重 大 な影響 を及 ぼ す よ う な成果 は 望 む べ くも な

い もの の ，年代層 とい う主体 の 違 い が 文 化 の 認 知 差 に ど の 程 度

の 変化 を与えて い る の か，現 代 の 日本 文 化圏 が 図 4 〜6 の 境

界線や 区画 と ど の 程度 ズ レ た 結 果 を見 せ る の か．言 語 や生 活の

平準 化 を映 して 文 化 圏 に も平 準 化 の 波 が ど の 程度押 し寄せ て い

る の か な どが 明 らか に な る は ず で あ る。Q9 「お に ぎ り」 で は

東 日本 で 勢力 を もつ 三 角 形 や 丸型 の お に ぎ りや ，Q12 「わ た し

の 茶碗 」「わ た しの 箸」 と い う習慣 を九州 の 若年層 被験者が 回

答す る な ど，日本文化平準化の デ
ー

タ も散見され つ つ ある 。

　本 稿 で は，資 料 の 関係 で 最 も 古い 文 化 圏 を縄 文早 期 （8100

年前） と し て論 じ て きた 。 そ れ よ りさ ら に 古 い 時代の 科学的 な

デ
ータが い ずれ世 に 出 て こ よ う。文化 人 類 学

・考 古 学 ・植物 学 ・

医学 な どで の研 究が 画 期 的 な知 見 を提 供 して くれ る 日 を待 ち な

が ら，情報文化学 的 な見地か らの 研究を積み重 ね て い きた い 。

注

（1）平 成 3 年に放 送 文化 基 金に よ る 「多文化 調 査」を実施，そ の 結 果

　を 「文 化 の 認 知差1 （口頭 発 表，第 2回 情報文化 学 会，平成 6 年），

　「日本文化の 認知差 」（『情報 文化学会 誌』第 2 卷第 1 号，平成 7 年），

　 『日本語語彙 の 研究』 （武蔵野 書院，平 成 8 年）．「比較 文化学 の 研

　究 に 向けて 」 （『情報文化学研究』 第 3 号，情報文化学 会，平 成 17

　年）等で 公 に して きた。こ れ らの デ
ー

タ を も と に 本稿 第 9 節 に 示

　 した 調 査 項 目 を策定 した。

（2）松 本 秀 雄 『日本 人 は何 処 か ら来 たか 　血 液型遺 伝 子 か ら解 く』 日

　本放送出版会 ，に よ れ ば白人種 と黒人種が 分化 したの が約 12 万年

　前 （p．95），白人 種 と 蒙古系が 分 化 した の が 約 6 万 年前 （p．96）．紀

　 元 前 1 万 3 千 年 頃 と判 断 され る細 石 刃 が 日本 に も分布 して い た こ

　 と．「ab3st 遺 伝 子 」 の 流 れか らみ て．日本 人 の 渡 来 時 期は 今 か ら

　約 1 万 数 千 年 以 上 前 と 推測 さ れ る （pp．118−119）。

（3）『目本経 済新 聞』 （2009．9，30 は事 実の 報 道 に と ど め た が，『産経

　新聞』（同 ）は 「お そ ら くア ジア の 旧 人 に よ る もの 」と コ メ ン トした。

（4）北海道稚内の 左 に 位置す る礼文 島の 方言 は．シ ラ ビ ッ クな音 韻搆

　造 や 特 異 な 文 法
・
語 彙 形 態 な ど上 代 日本 語 の 特 徴 を 多分 に 残 して

　い る古 い 方 言 で は あ る も の の ，図 1 ・図 2 の 北 海 道縄 文人 と 関 東

　縄文人 は 縄文 人，北 海道 ア イ ヌ ，沖縄・
現 代 本土 日本は あ くまで 「現

　代 人」で あ る こ と を忘れ て は な ら ない 。

（5）図 6 は 平 山輝 男 （1968 ＞『日本 の 方言 』 講談社，p．74 に よ る が，

　 こ の 区画 は 同 （1979 ）『全 国方言 基礎 語彙 の 研 究序説』 明治 書院

　同 （1992 ）『現代 日本語方言大辞典』 明治書 院で も変わ らな い 。

（6）安 本 美 典 （1991 ）『日本 語 の 成 立 』で は 「語 頭 に r 音 が 立 た な い 」「単

　語 は原 則 と して 母 音で 終 わ る」 な ど音韻 9 項 目，「形 容 詞 は 名詞 の

　 ま えに お か れ る 」な ど 文法 3 項 目，「み み 」 「あ し」 な ど 200 の 基
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礎 語 に つ い て ，東 京方 言 ・ア イヌ 語 ・首 里 方 言 な ど 20 言語 28 種

と比 較 調 査 デ
ー

タ を コ ン ピ ュ
ー

タ分析 し て近 縁 関 係 を論 じて い

る。ア イヌ の 言語文化や 世 界 観 につ い て は 片山龍峯 （1993 ）『日本

語 とア イヌ 語」すず さわ書店，山田孝子 （1994 ）『ア イヌ の 世 界観』

の 指摘 が示唆 に富 む。
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